




























































































（１） I said again.
（２） I said then.























































































































M5 １８１ ２３１（１２８％） １９６ ２２５（１１５％）
M6 １４４ ２５０（１７４％） １７５ ３３１（１８９％）
F7 ２３１ ３５７（１５５％） ２６５ ３５６（１３４％）
F8 １４４ １７５（１２２％） １６２ １８１（１１２％）
エディンバラ
M7 １００ １８８（１８８％） １６３ ２０７（１２７％）
F9 １５６ １６９（１０８％） ２１２ ２１９（１０３％）


















なかった。そのために Boyes ／biz／を Boyce ／bis／と読み間違えた被験者
もいた。Boyd ／bid／という姓もほとんど見かけないが，SVLRによれば，
Boyd が短い環境となる。グラスゴーとエディンバラの被験者が choice に




































図１：／i／ のフォルマント推移１― オークニーの男性 M１
図２：／i／ のフォルマント推移１― オークニーの女性 F１
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図３：／i／ のフォルマント推移１― シェトランドの男性 M４
図４：／i／ のフォルマント推移１― シェトランドの女性 F４
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図５：／i／ のフォルマント推移１― グラスゴーの男性 M５
図６：／i／ のフォルマント推移１― グラスゴーの女性 F７
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図７：／i／ のフォルマント推移１― エディンバラの男性 M７
図８：／i／ のフォルマント推移１― エディンバラの女性 F９
250 専修人文論集９８号
図９：／i／ のフォルマント推移２― オークニーの男性 M１
図１０：／i／ のフォルマント推移２― オークニーの女性 F１
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図１１：／i／ のフォルマント推移２― シェトランドの男性 M４
図１２：／i／ のフォルマント推移２― シェトランドの女性 F４
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図１３：／i／ のフォルマント推移２― グラスゴーの男性 M５
図１４：／i／ のフォルマント推移２― グラスゴーの女性 F７
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図１５：／i／ のフォルマント推移２― エディンバラの男性 M７



























SVLR，VEともに短い環境の about の母音の方が F2の周波数が大きいの
で，前舌化，つまり弱化していることを示している。now の母音では，
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図１７：／u／ のフォルマント推移 ― オークニーの男性 M１

















図１９：／u／ のフォルマント推移 ― シェトランドの女性 F４
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図２０：／u／ のフォルマント推移 ― グラスゴーの男性 M５
図２１：／u／ のフォルマント推移 ― グラスゴーの女性 F７
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図２２：／u／ のフォルマント推移 ― エディンバラの男性 M７
図２３：／u／ のフォルマント推移 ― エディンバラの女性 F９
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図２４：／i／ のフォルマント推移 ― オークニーの男性 M１
図２５：／i／ のフォルマント推移 ― オークニーの女性 F１
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図２６：／i／ のフォルマント推移 ― シェトランドの男性 M４
図２７：／i／ のフォルマント推移 ― シェトランドの女性 F４
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図２８：／i／ のフォルマント推移 ― グラスゴーの男性 M５
図２９：／i／ のフォルマント推移 ― グラスゴーの女性 F７
（※Boyes ではなく，Boyce と発音）
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図３０：／i／ のフォルマント推移 ― エディンバラの男性 M７












の tide やグラスゴー方言の Boyd には，SVLRではなく，VEの制約が働
いて，長い母音として発音されていることも明示できた。
さて，今後の展望として音価とピッチの関係に触れてみたい。図３２はオ












図３３：tide の ／i／ の音声波形とピッチ ― エディンバラの男性 M７
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